Self-sacrificing Behavior in Female Undergraduate Students : Selflessness and Self-silencing in Eating Disorders by 松元 智美 et al.
＜原 著＞ 
 
ዪᏊ大学生にࡳられる自己≛≅傾向 
㸫ᦤ㣗障ᐖと Selflessness，Self-Silencing㸫 
 
松ඖ ᬛ⨾ ᕢᒣ ᬕ⳯ වᏊ ၏ ఀ⸨ ⌮⣪ బ⸨ ⚽ᶞ  
బ⸨ ㈗ᐉ ᵽ上 ᕦὒ 㕥ᮌ ఙ一 
 
要 約 
本研究の目的は，ඹに自己≛≅傾向を 定する Silencing the Self Scale(STSS) ，Selflessness 
Scale(SS)の㸰つのᑻ度を用いて自己≛≅傾向とᦤ㣗障ᐖ症状との㛵ಀ性を検討することであった。ዪᏊ
大学生 166 ྡを対㇟に SS，STSS，Symptom Rating Scales for Eating Disorders (SRSED)を౑用した
㉁問⣬調ᰝを実᪋した。自己≛≅傾向ᑻ度の SS と STSS ィ 46 㡯目について因Ꮚศᯒを行なったとこࢁ，
主に STSS 㡯目でᵓ成された「自己不඲感」「自己抑制」と，SS 㡯目でᵓ成された「ឡ௚性」の 3 因Ꮚが
ᚓられた。ḟに SRSED と自己≛≅傾向ᑻ度の㛵ಀ性を᫂らかにするため┦㛵ศᯒを行ない，᭱ᚋに
SRSED のྛୗ఩ᑻ度を目的変数，自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度とその஺஫作用㡯を予 変数とした重ᅇᖐศᯒ
を行なった。自己≛≅傾向ᑻ度の「自己不඲感」は「過㣗と㣗事による生活支配」，「ឡ௚性」は「㣗べる
ことへのᅽ力」，「჎ྤ/ୗ๣」に影響を及ぼしていた。また，「自己不඲感」は「ឡ௚性」との஺஫作用㡯
が᭷意となり「⫧‶ᜍᛧ」に影響を及ぼしていることが示された。 
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問題࡜┠ⓗ 
 
㏆ᖺ，⑭ࡏていることが⨾しいという㢼₻が
ຍ㏿している。切ụ(2004)がཌ生労ാ┬のᖹ成
12 ᖺ度のᅜẸᰤ㣴調ᰝ結果をもとに体重・㌟
㛗・BMI(Body Mass Index)の᥎⛣を⟬ฟした
とこࢁ，15㹼24 ṓのዪ性の BMI の್はῶᑡの
一㏵をたどっており，2000 ᖺのᖹᆒ್は 20.5
をୗᅇっているということが᫂らかになった。
このような実態から，ᦤ㣗障ᐖへの対応の重要
性が㧗まっていると考えられる。 
DSM-5㸦American Psychiatric Association, 
̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿ 
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2013㸧では，ᦤ㣗障ᐖは神経性↓㣗ḧ症(ᣄ㣗症)
と神経性大㣗症㸦過㣗症㸧にศ㢮されている。
田中㸦1997㸧は，過㣗にకううつ気ศは㢧ⴭで
あるが，ᣄ㣗症のሙྜはうつ気ศをྰ定し過活
動に㉮るࢣ࣮スが多いとᣦ᦬している。ᦤ㣗障
ᐖの᫂確な発生機ᗎが᫂らかになっていないが，
ᦤ㣗障ᐖに㝗りやすい性᱁特性として切ụ
㸦2004㸧は，「࿘ᅖにྜわࡏて自ศを≛≅にし
てしまう」ことをᣲࡆている。 
このように，自ศを≛≅にして௚者のことを
ඃඛすることは，ᮃましい行動として捉えられ
る一᪉，ᦤ㣗障ᐖ患者の特徴とも考えられる。
自己≛≅㸦self-sacrifice㸧は，ឡ௚性 㸦altruism㸧
とඹ㏻するものとしても捉えられている㸦᯽➃, 
2007㸧。これまでにឡ௚性は「ศけへだてなく
௚人をឡし，௚人のしあわࡏのために自ศを≛
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Abstract 
 
The purpose of this study was to discuss the relationship between 
Post-traumatic stress symptoms(PTSS) demonstrated by mothers and PTSS 
demonstrated by siblings of children with cancer㸬We used questionnaire to 
investigate 24 mothers and 26 siblings of child patients with cancer㸬
Correlation analysis revealed a medium degree of correlation between PTSS 
shown by mothers and siblings aged 15 years and younger of children with 
cancer㸬If the PTSS of siblings of children with cancer is discovered，mothers 
are likely to show PTSS㸬Thus，we conclude social support for siblings is needed㸬 
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≅にすることもかえりࡳないこと㸦㧗野, 1982㸧」
などの定義がなされている。Comte㸦1851㸧は，
ឡ௚性は฼己性㸦egoism㸧とඹに向♫఍的行動
㸦prosocial behavior㸧の中に存在しているとし
た。つまり，向♫఍的行動は自己のᖾ⚟を目的
としたとき฼己性，௚者のᖾ⚟を目的としたと
きឡ௚性という 2 つのഃ㠃を持つと考えたので
ある。 
まࡎ，฼己性に㛵連している概念としてはෆ
心的฼௚性㸦Karylowski, 1982㸧と個人的ࢥス
ト㸦Piliavin, 1981㸧がᣲࡆられる。ෆ心的฼௚
性とは㐨ᚨ的義ົ感による自己≛≅であり，個
人的ࢥストとは行動を㉳こさないことによって
自ศが対㇟やୡ間から非難されることである。
したがってどちらの概念においても，ୡ間の自
ศに対するホ౯が重どされており自己≛≅によ
って自ᑛ心を㧗めることが目的となっている。
さらに฼己性に㛵連した概念として，Jack
㸦1991㸧の Self-Silencing がᣲࡆられる。Jack
㸦1991㸧は，Self-Silencing 状態になった人は
「自㌟にとって౯್のあることを人間㛵ಀのた
めにㅉめたり我៏したり，┦ᡭとの間にⴱ⸨を
生じさࡏるྍ能性のある目的や౯್観や感᝟を
抑ᅽする」と主張した。この概念で重どされて
いることは，心⌮的なストレスや機能のレベル
ではなく，♫఍的にᮃましいとされる信念基‽
㸦 normative beliefs considered socially 
desirable㸧である。この概念においても，♫఍
的にᮃましいことを行うという㐨ᚨ的な規⠊が
重どされており，自己≛≅は௚者からのホ౯の
向上を目的としていると考えられている。 
ḟに，ឡ௚性に㛵連した概念としては，እ心
的฼௚性㸦Karylowski, 1982㸧とඹ感的ࢥスト
㸦Piliavin, 1981㸧がᣲࡆられる。እ心的฼௚性
とは「対㇟の状態をⰋくする」ということが目
的であり，そのこと自体で心⌮的ᛌᴦをᚓる事
である。また，ඹ感的ࢥストとは対㇟が苦しࢇ
だり困ったりしている状態をࡳることそのもの
のことをᣦす。どちらにおいても，௚者が苦痛
や困難から㏨れることが᭱大の㛵心であり，自
ศ自㌟がどのような฼┈をᚓるかというⅬは㢳
ࡳていない。このようなឡ௚性に㛵連した概念
として Bachar, Latzer, Canetti, Gur, Berry, & 
Bonne㸦2002㸧は，Selflessness をᣲࡆている。
Selflessness は「自㌟の⯆࿡やḧồを↓どし，
௚者の⯆࿡やᖾ⚟のためにᑾくそうとする傾向」
であると定義されている㸦Bachar et al., 2002㸧。
Bachar et al.㸦2002㸧は，Selflessness 傾向の
強い人は自ศ自㌟がよりよく生きることへのḧ
ồがなく，それにより自㌟の⯆࿡や意ᚿなどに
㛵心が持てないと主張している。 
これまでに述べたように，Self-Silencing と
Selflessness はどちらも自己≛≅傾向について
 定している。しかし，Self-Silencing では฼己
性によって自己≛≅が行なわれる一᪉，Selfless
状態の人は，ឡ௚性によって自己を≛≅にして
いると考えられる。このように，2 つの概念を
用いることで，自己≛≅の฼己性とឡ௚性をそ
れࡒれ検討することがฟ᮶ると考えられる。 
そ こ で ， 本 研 究 で は Self-Silencing と
Selflessness という 2 つの概念とᦤ㣗障ᐖとの
㛵ಀ性を᫂らかにすることを目的とする。また，
ᦤ㣗障ᐖの症状に自己≛≅傾向がどの程度影響
を୚えているかというⅬについても検討する。 
なお，本研究では௨ୗの仮説をタ定した。㸦1㸧 
Selflessness，Self-Silencing の㡯目はそれࡒれ
の概念で因Ꮚをᵓ成する，㸦2㸧Selflessness，
Self-Silencing はそれࡒれᦤ㣗障ᐖ症状と強い
㛵ಀ性を示す，㸦3㸧Selflessness，Self-Silencing
はᦤ㣗障ᐖ症状に影響を及ぼしている。 
 
᪉ἲ 
 
1. 調ᰝ対㇟者 
㒔ෆዪᏊ大学に㏻う大学生 166 ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋
20.22 ṓ，SD = 0.99㸧を対㇟とした。 
2. 調ᰝᮇ間 
調ᰝは 2013 ᖺ 10 ᭶に行なわれた。 
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3. 調ᰝᮦᩱ 
(1) Silencing the Self Scale㸦STSS; Jack & 
Dill, 1992㸧 
ぶしい人との㛵ಀ性を⥔持するために，自ศ
自㌟の思考や感᝟を抑え㎸ࢇでしまう傾向を 
定するためのᑻ度であり，原∧は 31 㡯目からな
る。ྛ㡯目へのᅇ⟅は，自㌟にどのくらいᙜて
はまるかを 5 ௳ἲでồめた。Jack & Dill㸦1992㸧
では，「自己認知のእ在໬㸦 Externalized 
Self-Perception㸧」「自己≛≅としてのいたわり
㸦Care as Self-Sacrifice㸧」「自己抑制㸦Silencing 
the Self㸧」「ศ⿣した自己㸦Divided Self㸧」の
ୗ఩ᑻ度がᚓられており，㧗い信㢗性とጇᙜ性
が確認されている。日本ㄒ∧作成にあたり➹者
が日本ㄒヂを行ない，心⌮学をᑓ㛛とする大学
ᩍဨが原∧とのෆᐜに差異が生じないことを確
認した。さらに，⮫ᗋ心⌮学をᑓᨷする大学生
13 ྡにᅇ⟅をồめ，ᖹ᫆で自↛な⾲現になるよ
うにᨵゞを行なった。ᅇ⟅は「かなりそう思う
㸦5 Ⅼ㸧」「ややそう思う㸦4 Ⅼ㸧」「どちらともい
えない㸦3 Ⅼ㸧」「あまりそう思わない㸦2 Ⅼ㸧」
「඲くそう思わない㸦1Ⅼ㸧」の 5௳ἲでồめた。
日本ㄒ∧作成の㝿，Q15 は┤ヂすると「⚾は一
人でいるときよりもぶしい┦ᡭと一⥴にいる᪉
が自ศらしくいることが難しい」となるが，」
㞧なゝいᅇしであるとุ᩿されたため「ぶしい
人と一⥴にいるときよりも一人でいるときの᪉
が自ศらしくいられる」という⾲現を౑用する
こととした。 
(2) Selflessness Scale㸦SS; Bachar et al., 
2002㸧 
自㌟の⯆࿡やḧồを↓どし，௚者の⯆࿡やᖾ
⚟のためにᑾくそうとする傾向を 定するため
のᑻ度である。原∧は 15 㡯目からなり，ྛ 㡯目
が自㌟にどのくらいᙜてはまるかのᅇ⟅を 4 ௳
ἲでồめた。Bachar et al.㸦2002㸧では，「ᐙ᪘
のための自己≛≅㸦Sacrifice for Family㸧」「௚
者のための自己≛≅㸦Sacrifice for Others㸧」「自
己ྰ定㸦Self-Denial㸧」「自己への㛵心へのḞዴ
㸦Lack of Self-Interest㸧」のୗ఩ᑻ度がᚓられ
ており，信㢗性とጇᙜ性が確認されている。日
本ㄒ∧作成は STSS と同様のᡭ続きで行った。
本研究では STSS と SS が概念的に⊂立してい
ることを確認する目的で，୧ᑻ度のィ 46 㡯目を
用いた᥈⣴的因Ꮚศᯒを行なうため，ᅇ⟅は原
∧の 4 ௳ἲではなく，STSS と同様に 5 ௳ἲで
ồめることとした。 
(3) Symptom Rating Scale for Eating 
Disorders 㸦Ọ田・切ụ・中す・松Ọ・ᕝ
໭, 1991㸧 
Ọ田ら㸦1991㸧によって㛤発された，28 㡯目
からなる自己グ入ᘧのᑻ度であり，ྛ㡯目に対
して「いつも㸦4 Ⅼ㸧」「しばしば㸦3 Ⅼ㸧」「とき
どき㸦2 Ⅼ㸧」「඲くない㸦1 Ⅼ㸧」の 4 ௳ἲでᅇ
⟅がồめられる。Ọ田ら㸦1991㸧では「⫧‶ᜍ
ᛧ」「過㣗と㣗事による生活支配」「㣗べること
へのᅽ力」「჎ྤ㸭ୗ๣」の 4 つのୗ఩ᑻ度がᚓ
られており，ྛ因Ꮚで㧗い信㢗性とጇᙜ性がᚓ
られている。このᑻ度をᦤ㣗障ᐖのスク࣮ࣜࢽ
ࣥࢢࢸストとして用いるሙྜには，「過㣗と㣗事
による生活支配」「㣗べることへのᅽ力」の 12 
㡯目のྜィを⟬ฟし，23 Ⅼを cut-off ᚓⅬとす
る。本研究ではྛ症状との㛵連を᫂らかにする
目的で౑用するため，4 つのୗ఩ᑻ度すべてを
用いることとした。 
4. 調ᰝᡭ続き 
大学でのㅮ義⤊஢ᚋ，ᒚಟ生に対してཱྀ㢌で
調ᰝ目的の説᫂を行ない，同意をᚓられた対㇟
者に対して㉁問⣬調ᰝを実᪋した。 
5. ศᯒ᪉ἲ 
ศᯒ結果に影響を及ぼすと考えられるため，
ྛᑻ度いࡎれかにおいてྜィᚓⅬが±３SD ௨上
の対㇟者のデ࣮タをእれ್としてᢅうこととし
た。また，ᅇ⟅のᣦ示に従っていない対㇟者の
デ࣮タをศᯒから㝖እした。ศᯒ対㇟者のデ࣮ 
タのḞᦆ್はྛ㡯目の඲デ࣮タにおけるᖹᆒ್ 
≅にすることもかえりࡳないこと㸦㧗野, 1982㸧」
などの定義がなされている。Comte㸦1851㸧は，
ឡ௚性は฼己性㸦egoism㸧とඹに向♫఍的行動
㸦prosocial behavior㸧の中に存在しているとし
た。つまり，向♫఍的行動は自己のᖾ⚟を目的
としたとき฼己性，௚者のᖾ⚟を目的としたと
きឡ௚性という 2 つのഃ㠃を持つと考えたので
ある。 
まࡎ，฼己性に㛵連している概念としてはෆ
心的฼௚性㸦Karylowski, 1982㸧と個人的ࢥス
ト㸦Piliavin, 1981㸧がᣲࡆられる。ෆ心的฼௚
性とは㐨ᚨ的義ົ感による自己≛≅であり，個
人的ࢥストとは行動を㉳こさないことによって
自ศが対㇟やୡ間から非難されることである。
したがってどちらの概念においても，ୡ間の自
ศに対するホ౯が重どされており自己≛≅によ
って自ᑛ心を㧗めることが目的となっている。
さらに฼己性に㛵連した概念として，Jack
㸦1991㸧の Self-Silencing がᣲࡆられる。Jack
㸦1991㸧は，Self-Silencing 状態になった人は
「自㌟にとって౯್のあることを人間㛵ಀのた
めにㅉめたり我៏したり，┦ᡭとの間にⴱ⸨を
生じさࡏるྍ能性のある目的や౯್観や感᝟を
抑ᅽする」と主張した。この概念で重どされて
いることは，心⌮的なストレスや機能のレベル
ではなく，♫఍的にᮃましいとされる信念基‽
㸦 normative beliefs considered socially 
desirable㸧である。この概念においても，♫఍
的にᮃましいことを行うという㐨ᚨ的な規⠊が
重どされており，自己≛≅は௚者からのホ౯の
向上を目的としていると考えられている。 
ḟに，ឡ௚性に㛵連した概念としては，እ心
的฼௚性㸦Karylowski, 1982㸧とඹ感的ࢥスト
㸦Piliavin, 1981㸧がᣲࡆられる。እ心的฼௚性
とは「対㇟の状態をⰋくする」ということが目
的であり，そのこと自体で心⌮的ᛌᴦをᚓる事
である。また，ඹ感的ࢥストとは対㇟が苦しࢇ
だり困ったりしている状態をࡳることそのもの
のことをᣦす。どちらにおいても，௚者が苦痛
や困難から㏨れることが᭱大の㛵心であり，自
ศ自㌟がどのような฼┈をᚓるかというⅬは㢳
ࡳていない。このようなឡ௚性に㛵連した概念
として Bachar, Latzer, Canetti, Gur, Berry, & 
Bonne㸦2002㸧は，Selflessness をᣲࡆている。
Selflessness は「自㌟の⯆࿡やḧồを↓どし，
௚者の⯆࿡やᖾ⚟のためにᑾくそうとする傾向」
であると定義されている㸦Bachar et al., 2002㸧。
Bachar et al.㸦2002㸧は，Selflessness 傾向の
強い人は自ศ自㌟がよりよく生きることへのḧ
ồがなく，それにより自㌟の⯆࿡や意ᚿなどに
㛵心が持てないと主張している。 
これまでに述べたように，Self-Silencing と
Selflessness はどちらも自己≛≅傾向について
 定している。しかし，Self-Silencing では฼己
性によって自己≛≅が行なわれる一᪉，Selfless
状態の人は，ឡ௚性によって自己を≛≅にして
いると考えられる。このように，2 つの概念を
用いることで，自己≛≅の฼己性とឡ௚性をそ
れࡒれ検討することがฟ᮶ると考えられる。 
そ こ で ， 本 研 究 で は Self-Silencing と
Selflessness という 2 つの概念とᦤ㣗障ᐖとの
㛵ಀ性を᫂らかにすることを目的とする。また，
ᦤ㣗障ᐖの症状に自己≛≅傾向がどの程度影響
を୚えているかというⅬについても検討する。 
なお，本研究では௨ୗの仮説をタ定した。㸦1㸧 
Selflessness，Self-Silencing の㡯目はそれࡒれ
の概念で因Ꮚをᵓ成する，㸦2㸧Selflessness，
Self-Silencing はそれࡒれᦤ㣗障ᐖ症状と強い
㛵ಀ性を示す，㸦3㸧Selflessness，Self-Silencing
はᦤ㣗障ᐖ症状に影響を及ぼしている。 
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1. 調ᰝ対㇟者 
㒔ෆዪᏊ大学に㏻う大学生 166 ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋
20.22 ṓ，SD = 0.99㸧を対㇟とした。 
2. 調ᰝᮇ間 
調ᰝは 2013 ᖺ 10 ᭶に行なわれた。 
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で置᥮された。続いて，௨ୗのศᯒを行なった。 
まࡎ，STSS と SS を異なった概念としてᢅう
ことができるかを検討する目的で，STSS と SS
のྜィ 46 㡯目に対して，主因Ꮚἲ，ࣉ࣐ࣟࢵク
スᅇ㌿による因Ꮚศᯒを行なった。自己≛≅傾
向を 定する STSS と SS のྛᑻ度作成の㝿の
意ᅗがṇしく反ᫎされているሙྜは，STSS と
SS の㡯目඲てに対して因Ꮚศᯒを行なったと
きに，ྛᑻ度がそれࡒれ異なった因Ꮚをᵓ成す
ると考えられる。一᪉，STSS と SS の㡯目がΰ
在したᙧで因Ꮚがᵓ成されるሙྜは，この 2 つ
のᑻ度の作成時における意ᅗがṇしく反ᫎされ
ておらࡎ，結果として同様の概念を 定してい
たということになる。続いて，ᚓられた因Ꮚの
信㢗性を検討するためにクࣟࣥࣂࢵクの ǂ ಀ数
を⟬ฟした。ḟに SRSED ୗ఩ᑻ度と自己≛≅
傾向ᑻ度の┦㛵ศᯒを行なった。᭱ᚋに，自己
≛≅傾向がᦤ㣗障ᐖ症状に୚える影響を検討す
るため，自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度と஺஫作用㡯を
予 変数，SRSED ୗ఩ᑻ度を目的変数とした
重ᅇᖐศᯒを行なった。஺஫作用㡯としては，
自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度のᶆ‽໬ᚓⅬを用いて
「自己不඲感×ឡ௚性」「自己抑制×ឡ௚性」を
作成した。これは，「自己不඲感」と「自己抑制」
が STSS の㡯目，「ឡ௚性」が SS の㡯目でᵓ成
されていたことから，2 つの஺஫作用㡯によっ
て STSS と SS の஺஫作用を検討することがฟ
᮶ると考えたためである。Step1 では説᫂変数
として自己≛≅傾向ᑻ度のୗ఩ᑻ度ᚓⅬ㸦モデ
ル 1㸧，Step2 では「自己不඲感×ឡ௚性」「自己 
抑制ឡ௚性」をᢞ入し㸦モデル 2㸧，スࢸࢵࣉ 
 
࣡࢖ࢬἲによる㝵ᒙ的重ᅇᖐศᯒを行なった。 
 
⤖ᯝ 
 
1. 対㇟者のᒓ性 
 調ᰝの結果，ศᯒ対㇟者となったのは，163
ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋 20.20 ṓ，SD = 0.96㸧であった。
STSS，SS，SRSED のྜィᚓⅬおよࡧྛୗ఩ᑻ
度ᚓⅬのྛᖹᆒⅬとᶆ‽೫差を Table1 に示す。 
2. 自己≛≅傾向の因Ꮚศᯒ 
STSS と SS のྜィ 46 㡯目に対して，主因Ꮚ
ἲ，ࣉ࣐ࣟࢵクスᅇ㌿による因Ꮚศᯒを行なっ
た㸦Table 2㸧。スク࣮ࣜࣉࣟࢵトのᙧ状から 3
因Ꮚがጇᙜであると考えられた。ඹ㏻性のపい
㡯目，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞がపい㡯目，」数の因Ꮚに㧗
い㈇Ⲵ㔞を示した㡯目は๐㝖し，᭱⤊的に 3 因
Ꮚ 26 㡯目がᢳฟされた。 
➨ 1 因Ꮚに因Ꮚ㈇Ⲵ㔞の㧗い 11 㡯目は，「ぶ
しい┦ᡭにឡしてもらうため，自ศについての
ある㒊ศを┦ᡭに᫂かすことができない」など
の㡯目から自ศ自㌟のෆ㠃に自信が持てないこ
とや，「௚の人ができそうなこと඲てを⚾もでき
なくてはならないのに，と不‶に思う」などの
㡯目から自ศ自㌟の能力に不‶やຎ➼感を感じ
ていることを示すものであった。これらのこと
から➨ 1 因Ꮚを「自己不඲感」と࿨ྡした。な
お，11 㡯目のうち 10 㡯目が STSS，1 㡯目が
SS の㡯目によってᵓ成されていた。 
➨ 2 因Ꮚに因Ꮚ㈇Ⲵ㔞の㧗い 8 㡯目は，「ぶし
い┦ᡭのᮃࡳや主張が⚾のそれと㐪ったとき， 
⚾の見ゎを主張するよりは┦ᡭに同意するとい 
STSS SS
ዪᏊ大学生
( N  = 163)
16.96
(5.95)
14.17
(4.72)
6.39
(2.67)
3.47
(1.13)
47.48
(10.76)
94.11
(13.35)
44.49
(6.04)
Note.ࠉScores are means, with standard deviations in parentheses. SRSED; Symptom Rating Scales for Eating
Disorders, STSS; Silencing the Self Scale, SS; Selflessness Scale
Table 1 グ述⤫ィ㔞
SRSED
ィ ィ⫧‶ᜍᛧ 過㣗と㣗事による生活支配
㣗べることへ
のᅽ力 ჎ྤ
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 ඹ㏻性
Ϩ ϩ Ϫ (ᢳฟᚋ)
Ϩ .
0.72 -0.15 -0.15 0.48
0.68 -0.11 0.04 0.43
0.63 0.02 -0.14 0.37
0.59 0.05 -0.05 0.40
0.54 0.07 0.00 0.33
0.53 0.21 -0.02 0.23
0.49 -0.08 0.24 0.40
0.48 0.02 -0.04 0.29
0.45 0.02 0.19 0.27
0.39 0.01 0.20 0.22
0.33 0.01 0.17 0.51
ϩ .
-0.24 0.65 0.07 0.40
0.18 0.65 -0.04 0.36
-0.27 0.54 0.16 0.33
0.18 0.52 -0.04 0.29
-0.02 0.49 -0.12 0.21
0.10 0.47 0.14 0.32
0.26 0.41 -0.20 0.13
0.26 0.40 0.14 0.16
Ϫ .
-0.03 -0.04 0.64 0.37
-0.09 0.00 0.63 0.25
0.25 -0.18 0.52 0.30
0.12 0.02 0.47 0.40
0.04 0.11 0.45 0.25
0.04 0.07 0.33 0.39
-0.24 0.04 0.33 0.15
Ϩ ϩ Ϫ
Ϩ -
ϩ 0.35 -
Ϫ 0.11 0.31 -
STSS_7 ௚の人ができそうなこと඲てを⚾もできなくてはならないのにࠊ
と不‶に思う
因Ꮚ
STSS_21 ぶしい┦ᡭはありのままの⚾をឡし認めてくれている(Reverse)
STSS_25 ぶしい┦ᡭは本ᙜの⚾を知らないと感じる
STSS_17 ぶしい┦ᡭにឡしてもらうためࠊ自ศについてのある㒊ศを┦
ᡭに᫂かすことができない
STSS_16 ぶしい人と一⥴にいるときࠊእからは༑ศᴦしࢇでいるように
見えてもෆ㠃ではᛣりや反ᢠ心を感じていることがしばしばある
STSS_19 ぶしい㛵ಀにあるときࠊ自ศが誰であるかという感ぬを見失っ
てしまう
STSS_13 ぶしい┦ᡭを‶㊊さࡏるためにはࠊなにか₇じなくてはならな
いと感じる
STSS_31 自ศでタ定したࠊ自ศ自㌟に対しての要ồỈ‽に㐩していると
思えることがない
STSS_5 ぶしい人と一⥴にいるときよりも一人でいるときの᪉が自ศらし
くいられる
自己不඲感㸦ǂ  = .817㸧
Table 2  自己≛≅傾向因Ꮚศᯒ結果
STSS_8 ぶしい┦ᡭのᮃࡴことやᢪいている感᝟が⚾と㐪った時にもࠊ⚾
は自ศの考えをいつもはっきりとゝう(Reverse)
SS_3 ⚾はたいてい自ศの意ᚿをあきらめて௚人の意ᚿに従う
SS_10 ⚾が作業の᭱中であってもࠊ⚾が౑用しているჾලやሙᡤをᐙ᪘が
ᚲ要としているならばࠊ⚾はたいてい自ศの作業をあきらめる
自己抑制㸦ǂ  = .758㸧
ឡ௚性㸦ǂ  = .679㸧
Note .  STSS; Silencing the Self Scale, SS; Selflessness Scale
SS_7 ⚾は自ศの問題よりもࠊ௚人がᢪえている問題についてᝎࡴ
STSS_27 ぶしい┦ᡭのᢪく感᝟に対して㈐௵を感じてしまうことがしば
しばある
SS_12 ⚾自㌟のᴦしࡳはࠊ⚾にとって᭱も重要ではないものである
STSS_10 思いやりというのはࠊ自ศがしたいことでなくとも┦ᡭがᮃࢇ
でいることを㑅ᢥすることである
STSS_18 ぶしい┦ᡭのᮃࡳや主張が⚾のそれと㐪ったときࠊ⚾の見ゎを
主張するよりは┦ᡭに同意するという結果に⤊わることが多い
STSS_3 思いやりというのはࠊ自ศのᮃࡴことよりも┦ᡭのᮃࡴことをඃ
ඛするという意࿡である
STSS_14 ぶしい㛵ಀにおいてはࠊ衝✺を㉳こすࣜスクをྲྀるよりもࠊవ
ィなもめ事を㉳こさないように行動する᪉がⰋい
STSS_24 ぶしい┦ᡭに対してࠊ⚾がᛣりを⾲ฟすることは࡯とࢇどない
STSS_30 ぶしい㛵ಀにおいてࠊ⚾のᢪいた感᝟によってఱか問題が発生
しそうなሙྜにはその感᝟をⴿりཤࢁうとດ力する
因Ꮚ間┦㛵
SS_5 ᐙ᪘が困難な状ἣにいても⚾がそれをຓけることができないときࠊ
⚾は自ศの人生に意࿡がないと感じる
SS_9 ᐙ᪘がその人の㊃࿡やవᬤ活動にཧຍするようにゝってきたらࠊ⚾
はその人を႐ばࡏるためにࠊその活動がዲきかどうかは㛵ಀなくそれにཧ
ຍする
SS_1 ⚾は௚者のために多くの自己≛≅を進ࢇで行う
STSS_29 ぶしい㛵ಀにおいてࠊ┦ᡭがᖾࡏに感じるならばࠊ⚾たちがど
のような行動をしてもᵓわない
SS_11 ᐙ᪘の誰かがᝒしࢇでいる時ࠊ⚾はすࡄにその人を៘めたり႐ばࡏ
たりしようとດ力する
 
で置᥮された。続いて，௨ୗのศᯒを行なった。 
まࡎ，STSS と SS を異なった概念としてᢅう
ことができるかを検討する目的で，STSS と SS
のྜィ 46 㡯目に対して，主因Ꮚἲ，ࣉ࣐ࣟࢵク
スᅇ㌿による因Ꮚศᯒを行なった。自己≛≅傾
向を 定する STSS と SS のྛᑻ度作成の㝿の
意ᅗがṇしく反ᫎされているሙྜは，STSS と
SS の㡯目඲てに対して因Ꮚศᯒを行なったと
きに，ྛᑻ度がそれࡒれ異なった因Ꮚをᵓ成す
ると考えられる。一᪉，STSS と SS の㡯目がΰ
在したᙧで因Ꮚがᵓ成されるሙྜは，この 2 つ
のᑻ度の作成時における意ᅗがṇしく反ᫎされ
ておらࡎ，結果として同様の概念を 定してい
たということになる。続いて，ᚓられた因Ꮚの
信㢗性を検討するためにクࣟࣥࣂࢵクの ǂ ಀ数
を⟬ฟした。ḟに SRSED ୗ఩ᑻ度と自己≛≅
傾向ᑻ度の┦㛵ศᯒを行なった。᭱ᚋに，自己
≛≅傾向がᦤ㣗障ᐖ症状に୚える影響を検討す
るため，自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度と஺஫作用㡯を
予 変数，SRSED ୗ఩ᑻ度を目的変数とした
重ᅇᖐศᯒを行なった。஺஫作用㡯としては，
自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度のᶆ‽໬ᚓⅬを用いて
「自己不඲感×ឡ௚性」「自己抑制×ឡ௚性」を
作成した。これは，「自己不඲感」と「自己抑制」
が STSS の㡯目，「ឡ௚性」が SS の㡯目でᵓ成
されていたことから，2 つの஺஫作用㡯によっ
て STSS と SS の஺஫作用を検討することがฟ
᮶ると考えたためである。Step1 では説᫂変数
として自己≛≅傾向ᑻ度のୗ఩ᑻ度ᚓⅬ㸦モデ
ル 1㸧，Step2 では「自己不඲感×ឡ௚性」「自己 
抑制ឡ௚性」をᢞ入し㸦モデル 2㸧，スࢸࢵࣉ 
 
࣡࢖ࢬἲによる㝵ᒙ的重ᅇᖐศᯒを行なった。 
 
⤖ᯝ 
 
1. 対㇟者のᒓ性 
 調ᰝの結果，ศᯒ対㇟者となったのは，163
ྡ㸦ᖹᆒᖺ㱋 20.20 ṓ，SD = 0.96㸧であった。
STSS，SS，SRSED のྜィᚓⅬおよࡧྛୗ఩ᑻ
度ᚓⅬのྛᖹᆒⅬとᶆ‽೫差を Table1 に示す。 
2. 自己≛≅傾向の因Ꮚศᯒ 
STSS と SS のྜィ 46 㡯目に対して，主因Ꮚ
ἲ，ࣉ࣐ࣟࢵクスᅇ㌿による因Ꮚศᯒを行なっ
た㸦Table 2㸧。スク࣮ࣜࣉࣟࢵトのᙧ状から 3
因Ꮚがጇᙜであると考えられた。ඹ㏻性のపい
㡯目，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞がపい㡯目，」数の因Ꮚに㧗
い㈇Ⲵ㔞を示した㡯目は๐㝖し，᭱⤊的に 3 因
Ꮚ 26 㡯目がᢳฟされた。 
➨ 1 因Ꮚに因Ꮚ㈇Ⲵ㔞の㧗い 11 㡯目は，「ぶ
しい┦ᡭにឡしてもらうため，自ศについての
ある㒊ศを┦ᡭに᫂かすことができない」など
の㡯目から自ศ自㌟のෆ㠃に自信が持てないこ
とや，「௚の人ができそうなこと඲てを⚾もでき
なくてはならないのに，と不‶に思う」などの
㡯目から自ศ自㌟の能力に不‶やຎ➼感を感じ
ていることを示すものであった。これらのこと
から➨ 1 因Ꮚを「自己不඲感」と࿨ྡした。な
お，11 㡯目のうち 10 㡯目が STSS，1 㡯目が
SS の㡯目によってᵓ成されていた。 
➨ 2 因Ꮚに因Ꮚ㈇Ⲵ㔞の㧗い 8 㡯目は，「ぶし
い┦ᡭのᮃࡳや主張が⚾のそれと㐪ったとき， 
⚾の見ゎを主張するよりは┦ᡭに同意するとい 
STSS SS
ዪᏊ大学生
( N  = 163)
16.96
(5.95)
14.17
(4.72)
6.39
(2.67)
3.47
(1.13)
47.48
(10.76)
94.11
(13.35)
44.49
(6.04)
Note.ࠉScores are means, with standard deviations in parentheses. SRSED; Symptom Rating Scales for Eating
Disorders, STSS; Silencing the Self Scale, SS; Selflessness Scale
Table 1 グ述⤫ィ㔞
SRSED
ィ ィ⫧‶ᜍᛧ 過㣗と㣗事による生活支配
㣗べることへ
のᅽ力 ჎ྤ
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う結果に⤊わることが多い」などの㡯目から，
自ศの気持ちを抑制して┦ᡭに従っていること
を示していた。これらのことから➨ 2 因Ꮚは「自
己抑制」と࿨ྡした。なお，8 㡯目のうち 7 㡯
目が STSS，1 㡯目が SS の㡯目によってᵓ成さ
れていた。 
➨ 3 因Ꮚに因Ꮚ㈇Ⲵ㔞の㧗い 7 㡯目は，「⚾は
自ศの問題よりも，௚人がᢪえている問題につ
いてᝎࡴ」などの㡯目から，自ศ自㌟のことを
㢳ࡳࡎ┦ᡭのために行動することを⾲す㡯目で
あった。これらのことから➨ 3 因Ꮚは「ឡ௚性」
と࿨ྡした。なお，7㡯目のうち1㡯目がSTSS，
7 㡯目が SS の㡯目によってᵓ成されていた。 
続いて，ᚓられた因Ꮚの信㢗性を検討するため
にクࣟࣥࣂࢵクのȘಀ数を⟬ฟした。➨ 1 因Ꮚ
は Ș= .817，➨ 2 因Ꮚは Ș = .758，➨ 3 因Ꮚ 
は Ș = .679 であった。ᚓられたྛୗ఩ᑻ度の
ᖹᆒⅬとᶆ‽೫差を Table 3 に示す。 
 
 
3. SRSED と自己≛≅傾向ᑻ度の┦㛵ศᯒ 
自己≛≅ᑻ度がᦤ㣗障ᐖ症状との㛵ಀ性を᫂
らかにするため，SRSED と自己≛≅傾向ᑻ度
のୗ఩ᑻ度の┦㛵ศᯒを行なった㸦Table 4㸧。
その結果，「自己不඲感」と「過㣗と㣗事による
生活支配」，「自己抑制」と「㣗べることへのᅽ
力」，「ឡ௚性」と「㣗べることへのᅽ力」，「჎
ྤ㸭ୗ๣」の間に᭷意なṇの┦㛵がᚓられた㸦㡰
に r = .27, p < .01; r = .19, p < .05; r = .22, p 
< .01; r = .26, p < .01; r = .19, p < .05㸧。 
4. 自己≛≅傾向がᦤ㣗障ᐖ傾向に୚える影
響の検討 
自己≛≅傾向がᦤ㣗障ᐖ症状に୚える影響を
検討するため，自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度を予 変
数，SRSED ୗ఩ᑻ度を目的変数とした重ᅇᖐ
ศᯒを行なった㸦Table 5㸧。その結果，「自己不
඲感」「自己抑制」「ឡ௚性」を予 変数とした
モデル 1 で᭷意な重Ỵ定ಀ数がᚓられたのは，
「過㣗と㣗事による生活支配」㸦Adjusted R2 
= .05, p < .01㸧，「㣗べることへのᅽ力」
㸦Adjusted R2 = .09, p < .01㸧，「჎ྤ㸭ୗ๣」
㸦Adjusted R2 = .04, p < .05㸧であった。「過㣗
と㣗事による生活支配」については，「自己不඲ 
 
ዪᏊ大学生
( N  = 163)
30.64
(7.03)
26.34
(4.86)
19.35
(4.20)
自己抑制
Note.ࠉScores are means, with standard deviations in parentheses.
Table 3  自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度のグ述⤫ィ㔞
ឡ௚性
自己≛≅傾向
自己不඲感
1 2 3 4 5 6 7
1 自己不඲感 㸫 .37 ** .17 * .15 .27 ** .19 * .11
2 自己抑制 㸫 .24 ** .09 .12 .22 ** -.05
3 ឡ௚性 㸫 .05 .05 .26 ** .19 *
4 ⫧‶ᜍᛧ 㸫 .53 ** .00 .23 **
5 過㣗と㣗事による生活支配 㸫 .03 .27 **
6 㣗べることへのᅽ力 㸫 .25 **
7 ჎ྤୗ๣ 㸫
自己≛≅傾向ᑻ度
SRSED
Table 4 自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度とSRSEDୗ఩ᑻ度の┦㛵ศᯒ
Note. 䚷SRSED; Symptom Rating Scales for Eating Disorders.                                                                                                                          * p  < .05, ** p  < .01
β SE SE SE β SE SE β SE SE β SE
Step1
自己不඲感 .14 .50 .25 ** .39 .11 .22 .13 .09
自己抑制 .04 .51 .23 .40 .13 .22 -.14 .10
ឡ௚性 .02 .48 -.004 .37 .21 ** .21 .20 * .09
Step2
自己不඲感×ឡ௚性 -.22 * .48 .01 .38 .13 .21 .09 .09
自己抑制×ឡ௚性 -.07 .49 -.13 .39 -.12 .21 -.65 .09
R² .30 .08 ** .07 ** .08 .10 ** .12 .06 * .07
Ajusted R² .01 .06 ** .05 ** .06 .09 ** .09 .04 * .04
ƦR² .06 ** .01 .02 .01
 * p < .05, ** p < .01
 Table 5 自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度がᦤ㣗障ᐖ症状に୚える影響
Step1
⫧‶ᜍᛧ 過㣗と㣗事による生活支配
Step2
㣗べる事へのᅽ力
Step1 Step2
β β
჎ྤ/ୗ๣
Step1 Step2
β
Step2Step1
β
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感」㸦ș = .25, p < .01㸧が᭷意に影響を୚え，
「㣗べることへのᅽ力」と「჎ྤ㸭ୗ๣」につ
いては，「ឡ௚性」㸦ș = .21, p < .01; ș= .20, p 
< .05㸧が᭷意に影響を୚えた。「自己不඲感
ឡ௚性」「自己抑制ឡ௚性」という 2 つの஺஫
作用㡯をᢞ入したモデル 2 の重Ỵ定ಀ数が᭷意
であったのは「⫧‶ᜍᛧ」であり㸦Adjusted R2 
= .06, p < .01㸧，「自己不඲感」と「ឡ௚性」の
஺஫作用㡯が᭷意であった㸦ș = -.22, p < .01㸧。
そこで，「自己不඲感」の㧗ప㸦ᖹᆒ s 1SD㸧
における「ឡ௚性」と「⫧‶ᜍᛧ」の㛵連を検
討する༢⣧傾ᩳศᯒを行なった㸦Figure 1㸧。そ
の結果，「自己不඲感」が㧗い㸦+ 1SD㸧ሙྜに
は，「ឡ௚性」がపい࡯ど「⫧‶ᜍᛧ」が㧗く㸦ș 
= -.37, p < .01㸧，「自己不඲感」がపい㸦- 1SD㸧
ሙྜには，「ឡ௚性」が㧗い࡯ど「⫧‶ᜍᛧ」が
㧗くなることが示された㸦ș = -.30, p < .01㸧。 
 
⪃ᐹ 
 
本研究の目的は，Silencing the Self Scale
㸦STSS㸧 と，Selflessness Scale㸦SS㸧の㸰つ
のᑻ度を用いて，自己≛≅傾向とᦤ㣗障ᐖのྛ
症状との㛵ಀ性を検討することであった。 
まࡎは，自己≛≅傾向ᑻ度については因Ꮚศ
ᯒの結果，STSS が「自己不඲感」，「自己抑制」
の 2 つの因Ꮚをᵓ成しており，SS が「ឡ௚性」
をᵓ成していた。ྛ因Ꮚに 1 㡯目ࡎつ異なる概
念の㡯目がྵまれてはいたものの，いࡎれも因
Ꮚෆでの㈇Ⲵ㔞はపかったため，2 つの概念が
異なった因Ꮚをᵓ成したといえる。したがって
仮説㸦1㸧は支持されたと考えられる。「自己不
඲感」は自ศの要ồỈ‽に㐩しないと‶㊊でき
ないという᏶඲主義性，「自己抑制」は自ศ自㌟
の感᝟や考えを┦ᡭにྜわࡏてしまうことでᛣ
りや不‶を感じたりすることを示していた。ま
た，この 2 つのୗ఩ᑻ度にのࡳ「ぶしい┦ᡭに
ឡしてもらうため，自ศについてのある㒊ศを
┦ᡭに᫂かすことができない」「ぶしい㛵ಀにお
いて，⚾のᢪいた感᝟によってఱか問題が発生
しそうなሙྜにはその感᝟をⴿりཤࢁうとດ力
する」など，௚者との㛵ಀを⥔持さࡏるという
目的によって自己≛≅がなされていることも示
された。したがって，ここでの自己≛≅は，「௚
者にዲかれること㸭᎘われないこと」や「௚者
との対立を㑊けることができること」など，行
為者本人にとってのᮃましい結果に↔Ⅼがᙜて
られていると考えられる。このような自己≛≅
は฼己的なഃ㠃が強いと考えられる。一᪉，主
に SS 㡯目によってᵓ成された「ឡ௚性」は，
常に௚者のことを考え௚者本఩で行動している
ことが示されていた。STSS でᵓ成されたୗ఩
ᑻ度との大きな㐪いは，行う自己≛≅に対して
の不‶やᛣりなどの㈇の感᝟をྵࢇでいないこ
とである。このように，自己≛≅を行うことで
自ศ自㌟の感᝟をᢲしとどめたりࡏࡎ，௚者本
఩などⅬから行われる自己≛≅はឡ௚的ഃ㠃が
強いと考えられる。 
ḟに，自己≛≅傾向とᦤ㣗障ᐖ症状との㛵連
については，┦㛵ศᯒの結果から，自己≛≅傾
向はᦤ㣗障ᐖとᙅ㹼中程度の㛵連が示されたた
め，仮説㸦2㸧はおおよそ支持されたと考えられ
る。また，自己≛≅傾向がᦤ㣗障ᐖ症状に୚え
る影響を検討したとこࢁ，自己≛≅傾向ᑻ度の
ୗ఩ᑻ度はそれࡒれ異なった症状に影響を୚え
ていることが᫂らかになった。「過㣗と㣗事によ
る生活支配」に対して影響を୚えていた「自己
う結果に⤊わることが多い」などの㡯目から，
自ศの気持ちを抑制して┦ᡭに従っていること
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ᖹᆒⅬとᶆ‽೫差を Table 3 に示す。 
 
 
3. SRSED と自己≛≅傾向ᑻ度の┦㛵ศᯒ 
自己≛≅ᑻ度がᦤ㣗障ᐖ症状との㛵ಀ性を᫂
らかにするため，SRSED と自己≛≅傾向ᑻ度
のୗ఩ᑻ度の┦㛵ศᯒを行なった㸦Table 4㸧。
その結果，「自己不඲感」と「過㣗と㣗事による
生活支配」，「自己抑制」と「㣗べることへのᅽ
力」，「ឡ௚性」と「㣗べることへのᅽ力」，「჎
ྤ㸭ୗ๣」の間に᭷意なṇの┦㛵がᚓられた㸦㡰
に r = .27, p < .01; r = .19, p < .05; r = .22, p 
< .01; r = .26, p < .01; r = .19, p < .05㸧。 
4. 自己≛≅傾向がᦤ㣗障ᐖ傾向に୚える影
響の検討 
自己≛≅傾向がᦤ㣗障ᐖ症状に୚える影響を
検討するため，自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度を予 変
数，SRSED ୗ఩ᑻ度を目的変数とした重ᅇᖐ
ศᯒを行なった㸦Table 5㸧。その結果，「自己不
඲感」「自己抑制」「ឡ௚性」を予 変数とした
モデル 1 で᭷意な重Ỵ定ಀ数がᚓられたのは，
「過㣗と㣗事による生活支配」㸦Adjusted R2 
= .05, p < .01㸧，「㣗べることへのᅽ力」
㸦Adjusted R2 = .09, p < .01㸧，「჎ྤ㸭ୗ๣」
㸦Adjusted R2 = .04, p < .05㸧であった。「過㣗
と㣗事による生活支配」については，「自己不඲ 
 
ዪᏊ大学生
( N  = 163)
30.64
(7.03)
26.34
(4.86)
19.35
(4.20)
自己抑制
Note.ࠉScores are means, with standard deviations in parentheses.
Table 3  自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度のグ述⤫ィ㔞
ឡ௚性
自己≛≅傾向
自己不඲感
1 2 3 4 5 6 7
1 自己不඲感 㸫 .37 ** .17 * .15 .27 ** .19 * .11
2 自己抑制 㸫 .24 ** .09 .12 .22 ** -.05
3 ឡ௚性 㸫 .05 .05 .26 ** .19 *
4 ⫧‶ᜍᛧ 㸫 .53 ** .00 .23 **
5 過㣗と㣗事による生活支配 㸫 .03 .27 **
6 㣗べることへのᅽ力 㸫 .25 **
7 ჎ྤୗ๣ 㸫
自己≛≅傾向ᑻ度
SRSED
Table 4 自己≛≅傾向ୗ఩ᑻ度とSRSEDୗ఩ᑻ度の┦㛵ศᯒ
Note. 䚷SRSED; Symptom Rating Scales for Eating Disorders.                                                                                                                          * p  < .05, ** p  < .01
β SE SE SE β SE SE β SE SE β SE
Step1
自己不඲感 .14 .50 .25 ** .39 .11 .22 .13 .09
自己抑制 .04 .51 .23 .40 .13 .22 -.14 .10
ឡ௚性 .02 .48 -.004 .37 .21 ** .21 .20 * .09
Step2
自己不඲感×ឡ௚性 -.22 * .48 .01 .38 .13 .21 .09 .09
自己抑制×ឡ௚性 -.07 .49 -.13 .39 -.12 .21 -.65 .09
R² .30 .08 ** .07 ** .08 .10 ** .12 .06 * .07
Ajusted R² .01 .06 ** .05 ** .06 .09 ** .09 .04 * .04
ƦR² .06 ** .01 .02 .01
 * p < .05, ** p < .01
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不඲感」は，Jack & Dill㸦1992㸧でᚓられてい
るୗ఩ᑻ度のうち，「自己認知のእ在໬
㸦Externalized Self-Perception㸧」「ศ⿣した自
己㸦Divided Self㸧」にྵまれる㡯目でᵓ成され
ており，この 2 つのୗ఩ᑻ度は抑うつ傾向と㧗
い┦㛵㸦r = .50 ~ .59㸧を示すことが᫂らかにな
っている。過㣗には抑うつ気ศがకうことがᣦ
᦬されていたが㸦田中, 1997㸧，本研究では「自
己不඲感」による抑うつ感᝟が過㣗などの症状
へᑟいているྍ能性も示唆された。このような
抑うつとの㛵ಀ性を᫂らかにすることは，௒ᚋ
のㄢ題であると考えられる。続いて，「ឡ௚性」
は「㣗べることへのᅽ力」と「჎ྤୗ๣」に影
響を୚えていることが᫂らかになった。ᦤ㣗障
ᐖ症状の⤌ࡳྜわࡏから，௦ൾ行為をకうᣄ㣗
症の状態像が示唆される。ᣄ㣗症患者の特徴と
しては体重をῶらすための過活動がᣦ᦬されて
おり㸦田中, 1997㸧，「ឡ௚性」をᵓ成している
㡯目にも௚者への✚ᴟ的なാきかけなどの㧗い
活動性が示されていたため，ᣄ㣗症症状に対す
る影響力を持ったと考えられる。それにຍえて，
Bachar et al.㸦2002㸧で述べられているように，
自ศ自㌟への㛵心の↓さなどの要因も影響を及
ぼしていると考えられ，௚者のためにᑾくすと
いうことが過度に行われることがᦤ㣗障ᐖに対
するࣜスクであるというⅬも示されたと考えら
れる。ḟに，「⫧‶ᜍᛧ」に対しては「自己不඲
感」が㧗く「ឡ௚性」がపい࡯ど影響を及ぼし
ていることが᫂らかになった。「ឡ௚性」は「㣗
べることへのᅽ力」とṇの┦㛵㛵ಀにあるため，
「ឡ௚性」が㧗い人はẚ㍑的⑭ࡏていることが
示唆される。そのため，⫧‶に対するᜍᛧがᑡ
なかったのではないかと考えられる。本᮶，⑭
ࡏているᣄ㣗症患者はኴることをᜍれており自
ศが⑭ࡏていることをྰ認するが，௒ᅇは健常
者を対㇟としたため，このような஺஫作用が㉳
こったと考えられる。᭱ ᚋに，「自己抑制」は「㣗
べることへのᅽ力」に対してᙅいṇの┦㛵を示
したものの，ᦤ㣗障ᐖ症状に対して影響を୚え
るものではなかった。௨上のことから，仮説㸦3㸧
は一㒊のࡳ支持されたと考えられる。 
 本研究では，自己≛≅傾向の異なったഃ㠃を
 定する 2 つのᑻ度を用いてᦤ㣗障ᐖ症状との
㛵連を᫂らかにした。その結果，自己≛≅傾向
の異なったഃ㠃がᦤ㣗障ᐖ症状に影響を୚えて
いたことが᫂らかになった。したがってᦤ㣗障
ᐖの一ḟ予防として，過度な自己≛≅傾向に注
目するᚲ要性が示唆されたと考えられる。本研
究では，自己≛≅傾向とᦤ㣗障ᐖ症状のࡳの㛵
ಀ性を᫂らかにしたが，௒ᚋは自己≛≅傾向が
抑うつなどをはじめとした精神疾患の症状に୚
える影響について検討していくことがᮃまれる。 
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Abstract 
 
The purpose of the present study was to investigate whether the different aspects of 
self-sacrificing behavior relate differently to eating disorder symptoms. Self-sacrificing 
behavior was assessed using the Silencing the Self Scale (STSS) and the Selflessness 
Scale (SS). One hundred sixty-six female undergraduate students were asked to 
complete the study questionnaire, which included the STSS and the SS, as well as the 
Symptom Rating Scale for Eating Disorders (SRSED). The factor analysis revealed two 
factors, “Self-insufficiency” and “Self-repression,” in the STSS, and one factor, 
“Altruism,” in the SS. A multiple regression analysis using the corresponding subscales 
as predictor variables showed “Self-insufficiency” to be significantly associated with 
“Over eating,” “Daily life controlled by eating,” “Altruism,” “Pressure to eat more,” and 
“Vomiting/Use of laxatives.” It also indicated that there is a significant interaction 
between “Self-insufficiency” and “Altruism” on “Fear of growing fat.” At the end of the 
paper, the different aspects of self-sacrificing behavior, and their importance in the 
prevention of eating disorders, are discussed. 
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